
はじめに 
 
人工知能、IoT 等に象徴されるように、先端技術が高度化してあらゆる産業や社会生活に  

取り入れられた Society5.0 時代が到来しつつあり、社会の在り方そのものが劇的に変わる 
状況が想定されます。新型コロナウイルス感染症の拡大により、人々の生命や生活、価値観や
行動、経済や文化など社会全体に影響を与え、また、近年は夏の猛暑により教育課程の見直し
を図る必要性が生じるなど、予想困難で複雑化する時代が到来しつつあります。 

 
このような状況下において、子どもたちにとって学校とは、子どもたちが将来直面する社会

の劇的な変化に対応できる資質･能力と人間性培うため、一人一人の人間として尊重され、居心
地のよい空間となり、嬉々として学ぶことができる場所でなければなりません。 
 
 本校の生徒は、現在、暴力･悪質ないじめなどの重大事案はないものの、本人や家庭の不安定
さ等に起因する不登校や教室で学習できない、集団になじめない生徒の増加、よりよく判断す
る自己決定力、存在感、表現力、協働する力等々が十分に身に付いていない状況が見られます。 

 
しかし、生徒一人一人に目を向けると、素直で、優れた資質･能力を備えており、意図的に認

め、良さを引き出し、伸ばし、学級集団として成長させることで、前述の「子どもたちにとっ
ての学校」を創造することができるようになると考えます。 

 
そのため、生徒を主体とした生徒に寄り添う日常指導により自尊感情や自己有用感を育み「傾

聴･受容･共感」の信頼関係に基づく仲間づくり進めること、自らを律し困難にもめげない心を
培う教育活動を推進することと同時に授業づくりを展開していくことが必要です。 

 
令和６年度、経営方針のキーワードを『チームで創る～共有･協働･貢献～』として組織的な

学校運営を目指すべくスタートしました。特に生徒の意見を取り入れながら、全教職員が共有･
協働･貢献により同僚性を高め、これまで以上にチームで創るということを意識し、学年団を軸
とした形で新しい時代に対応できる力の育成を寄与してくれました。令和７年度はこれまでの
成果を踏まえ、「チーム力の向上」と「チームによる創造」を図りながら、様々な活動を通して
本校の生徒が煌めく学校づくりを推進していくため、以下のとおり経営方針を示します。 
 
Ⅰ 経営の方針 
 

キーワード  チームを生かす ～ 共有 ･ 協働 ･ 貢献 ～ 
 

 【共 有】 
学校がチームとして成果をあげるためには、確固たる目標が必要です。それが学校教育

目標であり「めざす生徒像」です。まず、目の前の子どもたちを「どのように育てたいの
か」「どのような姿がゴールなのか」を明確にすることが重要です。そして、その姿を教
職員全体で「共有」することが大切だと考えます。 

 
【協 働】 
  私たち教職員は何かの縁により緑中学校で巡り会いました。年齢、教職経験年数、信条
などに違いはあっても、意見が食い違っても「子どもたちのために」という共通の目標が
あるからこそ利害関係を捨てチームで動くことができます。「チーム分掌」「チーム学年」
「チーム特別委員会」等、教職員個々の強みを結集し、弱みをチーム内で補うことが大切
だと考えます。 

 
【貢 献】 
  チーム貢献を考えることによって個人も組織も成長します。教職員個々の専門性や強み
を生かし、チームの目標達成のために貢献することが大切だと考えます。 
※「成果をあげるには、自らの果たすべき貢献を考えなければならない。手元の仕事から
顔を上げ目標に目を向ける。組織の成果に影響を与える貢献は何かを問う。そして責任
を中心に据える」（ドラッガーの著書より） 



Ⅱ 令和７年度の重点事項《組織的な学校運営は、授業の組織化･指導の組織化から》 
１  新しい時代に対応できる力を培う個別最適な学びと協働的な学びの追究 

  ・校内研修を核とした統一感のある授業づくりの推進と生徒が自ずと学びに向かうための 
取組の工夫 

２ 支持的･親和的な人間関係を育むピア･サポートプログラムの推進 
  ・信頼関係に基づく仲間づくり、「傾聴･受容･共感」の学校文化を醸成する授業と日常活 

動の推進 
３ 生徒指導の実践上の視点に基づく教育活動による自己指導能力の育成 

  ・自己存在感の感受、自己決定の場の提供、共感的な人間関係の構築、安全･安心な風土の 
醸成 

 
Ⅲ 経営の重点 
 １ 「新しい時代に対応できる力」の育成 
  (1) 基礎･基本（知識･技能）の習得、活用する力（思考･判断･表現）、学びに向かう力を 

高める教科等の指導の推進 
①１単位時間45分授業のデザインと45分授業実施における留意事項の整理 

   ②各教科等における目標及び課題設定の工夫と各教科等の内容に基づく「指導と評価の
一体化」につながる授業づくりへの見直し 

   ③「学習規律」の徹底と「学習スキル」の向上による「学びに向かう力」の育成 
④生徒が自ら判断し、デジタル社会を安全に行動できる資質･能力の育成（デジタル･シ
ティズンシップを理念とした情報活用能力の育成） 

⑤多様な学びの機会の積極的な提供による学力向上（セルフ・スタディ・タイムの実施、
ＯＫスタディ等への参加促進等） 

⑥生徒一人一人のニーズに対応した多様な学びの場の確保と取組の工夫 
 

(2) 生徒一人一人の能力や可能性を伸ばすインクルーシブ教育の充実 
   ①生徒の教育的ニーズに応じた支援の工夫、特別支援教育コーディネーターを中心とし

た組織的指導体制の充実 
   ②生徒一人一人の実態把握を踏まえた個別の教育支援計画、個別の指導計画に基づく 

指導の工夫 
   ③保護者との連携と信頼関係の構築、関係諸機関との連携 
   ④生徒を知る、生徒に知ってもらうための教職員個々の取組の工夫 
  

(3) 意欲的な研修をとおした組織的な指導体制の確立 
   ①組織化された授業づくりを推進する校内研修の充実 
   ②教員相互が授業力を磨き合い高め合う授業交流、OJTの活性化 
   ③各種研修会への参加と研修成果の共有、外部講師の積極的な活用 
   ④課題意識をもった研修会への参加と参加後の振り返りと還元を学校運営に生かす工夫 

 
(4) 鉄北三校間における積極的な連携･接続 

  ①鉄北地区三校交流と連動した授業づくりの共有化と教育課程の検証･改善 
  ②目指す子ども像を共有するための授業参観･情報交流の日常化（小学校における教育

成果の継承） 
 
 ２ 「豊かな人間性」「健やかな体」の育成 
   (1) 生徒理解に努め、ふれあいを大切にした心の通う生徒指導の推進 

①自尊感情や自己有用感を育む生徒理解に立った心に寄り添う日常指導の充実 
  ②支持的･親和的な人間関係を育む岩見沢型ピア･サポートプログラムの推進 

   ③生徒に関する情報の即時共有と全教職員による一致した指導体制の確立 
   ④不登校傾向の生徒や集団になじめない生徒の減少、いじめを見逃さない積極的な生徒

指導の推進（教育支援センター等関係諸機関及びＳＣとの連携、学年の枠を越えた組
織的な指導体制の確立等による発達支持的･課題予防的･困難課題対応的生徒指導） 

 
(2) 強い意志で正しく行動する心を培い、実践的態度を育てる道徳教育の推進 

   ①「考え、議論する」道徳の授業づくりへの実践 
   ②全教育活動を通した道徳的実践力の向上 



(3) 自主的･実践的な態度を育てる特別活動 
   ①目指す生徒像を共有した学年･学級活動及び生徒会活動の充実、自己を高める意識の

高揚と自治的能力の向上 
   ②生徒のどのような力を育成するかを明確化し、学校生活に秩序と変化を与え、集団へ

の所属感を高める学校行事の推進 
   ③人間関係形成･社会形成能力、自己理解･自己管理能力、課題対応能力、キャリアプラ

ンニング能力の育成を目指すキャリア教育の充実 
 

(4) 生命を尊び、自らを律する健康･安全教育の推進 
  ①強健な心身を培うスポーツへの参加奨励と充実 

   ②健康な生活に資する学校保健･安全指導の充実と自分の身を守る行動の指導･習慣化 
   ③危機管理、危機回避の共通理解と全教職員による組織的対応 
   ④地域･PTA等との連携･協力による不審者への対応や地域安全活動の活性化 
   ⑤食育、性の指導、薬物乱用防止等の指導の充実（外部指導者の活用等） 
 

(5) 豊かで温かみと落ち着きのある教育環境づくりの推進 
      ①備品等の計画的整備･廃棄等と掲示スペース等を有効活用した環境整備 
   ②地域･保護者等と連携した、学校に潤いをもたらす活動の推進（花壇･生け花･茶の湯

等） 
   ③効果ある予算執行と計画的な教育環境整備 
 
 ３ 「信頼される」学校づくり 

(1) 社会に開かれた教育課程による創造的な教育活動の推進 
   ①児童生徒の顔が見える第一小学校、北真小学校との日常的な連携 
   ②地域の自然や人材、施設･設備を生かし、教科等を横断した課題解決的な学習や探究活

動へと発展させる総合的な学習の時間の改善・充実  
 

(2) 家庭･地域との緊密な連携を図り、その願いや思いを真摯に受け止め、地域の誇りとな
る信頼される学校づくりの推進 

   ①鉄北地区学校運営協議会（岩見沢市コミュニティ･エリア構想）に基づく地域とともに
歩む学校づくりの推進 

    ・地域の行事や事業への積極的な参加と地域社会の中で学ぶ教育活動の推進 
    ・生徒会活動等をとおした地域貢献活動の推進 
    ・学校の説明責任を果たし、学校力の向上を図る学校評価の改善･充実 
    ・緑中の良さを発信する機会の積極的な設定 
 
   (3) 学校における「働き方改革」の推進 

①『岩見沢市立学校における働き方改革行動計画』、『岩見沢市の部活動の在り方に関す
る方針』を基盤とした取組の推進 

  ②「共有･協働･貢献」による組織的学校運営の推進と教職員間のコミュニケーションを
基本とした「何でも相談できる、チームプレーを大切にする」職員室文化の醸成 

 


